






Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
 京 都 大 学  博士（工学） 氏 名  西  塔  純  人 

































率の自乗が 6 0.5 となる経験最大変形角の違いとして表している。  
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第 6 章では、実大住宅試験体の振動台実験結果を用いて、在来木造と伝統木造につ









ついて第 6 章で提案した評価式の適用性検討を行っている。まず、 6 0  年熊本地震に
おける軽量鉄骨造住宅 68 件の被害調査と微動計測を行っている。殆ど被害の無かった
住宅の常時微動計測結果より地震前の 6 次固有振動数の範囲を設定している。そし
て、１次固有振動数の低下率より推定された住宅の変形量は、強震観測記録の 6 0. ～
6 0. 秒の変位応答スペクトルの平均値と良い相関をもっていることを示し、提案評価




































の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 6  年１月 6  日、論文内容とそ
れに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満
たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
 
 
